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介
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父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
の
順
で
す
。「
年
金
受
給
権
者

死
亡
届
」
の
提
出
が
遅
れ
る
と

年
金
が
そ
の
ま
ま
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
口
座
に
支
払
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
過
払
い
の
場
合
は
、

後
日
、
遺
族
の
方
が
、
返
納
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

死
亡
届
や
未
支
給
年
金
の
請

求
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
５
７
０
・

　

・
１
１
６
５
ま
た
は
、
武
蔵

０５野
社
会
保
険
事
務
所
緯
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６
４

月

か

ら

の 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
４
月
か

ら
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金
の

見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付

（
毎
年
誕
生
月
）
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

◎
通
知
す
る
内
容

　
【　

年
度
】①
年
金
加
入
期
間

２１
（
加
入
月
数
、納
付
済
月
数
等
）

②　

歳
未
満
の
方
に
は
、
加
入

５０

で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
小
論
文
を

１
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
（
様

式
は
任
意
）、
氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３－

８
５
５
５
、

市
役
所
介
護
福
祉
課
あ

て
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・

７
８
０
８
）、ま
た
は
直

接
同
課（
市
役
所
１
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
応
募
書
類
を
も
と

に
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
（
内

線
２
５
５
３
）
へ
。

　

多
摩
地
域
に
お
い
て
は
、
現
在
、

　

市
３
町
１
村
が
都
へ
消
防
事
務

２４を
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、

東
久
留
米
市
は
独
自
の
消
防
本
部

を
運
営
す
る
数
少
な
い
団
体
で
す
。

　

近
年
に
お
け
る
災
害
の
大
規
模

化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、

消
防
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
お

り
、
本
市
の
よ

う
な
小
規
模
な

消
防
本
部
で
は
、

出
動
体
制
等
の
対
応
に
限
界
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
的
確
な
対
応
が
で

き
る
消
防
体
制
の
整
備
お
よ
び
確

立
を
図
る
た
め
、
市
で
は
消
防
の

広
域
化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
、

都
と
協
議
を
し
な
が
ら「
東
京
都
・

東
久
留
米
市
消
防
広
域
化
運
営
計

画
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

本
計
画
に
よ
り
、
１
つ
の
市
町

村
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
大
規

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
家

屋
修
理
・
改
築
等
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
、
市
内
の
建
設
業
団
体
と
協

定
を
結
び
、
大
工
・
左
官
・
塗
装
・

配
管
・
屋
根
・
畳
・
タ
イ
ル
張
り

模
災
害
な
ど
に
対
し
て
、
市
域
を

超
え
て
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

年
２２

４
月
か
ら
東
久
留
米
市
は
、
都
の

ほ
ぼ
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
東
京

消
防
庁
の
管
轄

と
な
り
ま
す
。

委
託
後
は
消
防

力
が
増
強
さ
れ

る
と
と
も
に
、

近
隣
消
防
署
か

ら
の
ポ
ン
プ
車
、
救
急
車
の
出
動

を
は
じ
め
、
災
害
の
状
況
に
応
じ

て
、
航
空
隊
、
消
防
救
助
機
動
部

隊
（
通
称
、
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ

年
金
を
受
け
て 

い
る
方
が
亡
く 

な
ら
れ
た
と
き

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
と
き
は
、「
年
金
受

給
権
者
死
亡
届
」
を
武
蔵
野
社

会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
は
亡
く

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
未
払
い
の
年
金

（
未
支
給
年
金
）
が
あ
る
場
合

は
、「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付

請
求
書
」
も
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

未
支
給
年
金
を
受
け
ら
れ
る

遺
族
の
方
は
、
年
金
を
受
け
て

い
た
方
の
死
亡
当
時
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、

実
績
の
応
じ
た
年
金
の
見
込
み

額
。　

歳
以
上
の
方
に
は
、
ね

５０

ん
き
ん
定
期
便
作
成
時
点
の
加

入
制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た

場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
み
額

（
た
だ
し
、
す
で
に
年
金
受
給

中
の
方
に
は
、
全
額
停
止
中
も

含
め
て
通
知
は
あ
り
せ
ん
）
③

保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者

負
担
分
累
計
）
④
年
金
加
入
履

歴
（
加
入
制
度
、
事
業
所
名
称
、

被
保
険
者
資

格
取
得
・
喪

失
年
月
日

等
）
⑤
厚
生

年
金
の
す
べ

て
の
期
間
の

月
ご
と
の
標
準
報
酬
月
額
・
賞

与
額
、
保
険
料
納
付
額
）
⑥
国

民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月

ご
と
の
保
険
料
納
付
状
況
（
納

付
、
未
納
、
免
除
等
の
別
）

　
【　

年
度
以
降
】前
記
①
～
③

２２
に
つ
い
て
「
更
新
し
た
も
の
」、

ま
た
⑤
お
よ
び
⑥
に
つ
い
て
は
、

「
直
近
一
年
分
」
の
通
知
で
す
。

節
目
年
齢
時
（　

歳
、　

歳
、

３５

４５

　

歳
）
の
方
に
は
、　

年
と
同

５８

２１

内
容
が
更
新
の
上
、
通
知
さ
れ

ま
す

　

受
け
取
り
に
な
っ
た
際
は
、

加
入
記
録
・
記
載
内
容
に
も
れ

や
誤
り
が
な
い
か
十
分
に
確
認

し
て
、
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、

同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答

票
」
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歳
に
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

５８ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
前

も
っ
て
確
認
し
て
、
も
れ
や
誤

り
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
も
、

水
色
の
用
紙
の
「
年
金
加
入
記

録
回
答
票
」
が
同
封
さ
れ
て
い

る
方
（「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に

未
回
答
の
方
等
）
は
、「
訂
正
な

し
」
で
も
同
様
に
回
答
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
ね
ん
き
ん
定
期
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
５
７
０
・

０
５
８
・
５
５
５
へ
（
同
ダ
イ

ヤ
ル
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
ご
利

用
で
き
ま
す
）。

　

介
護
保
険
に
関
す
る
適
正
な
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
東
久
留
米

市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
委
員
の
任

期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
被

保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

【
募
集
人
数
】
４
人
以
内

　

【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で
介
護

保
険
被
保
険
者
で
あ
る　

歳
以
上

４０

の
方
（
市
の
ほ
か
の
付
属
機
関
の

委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方
）

　

【
任
期
】　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

　

※
協
議
会
は
年
４
回
程
度
、
平

日
の
夜
間
に
２
時
間
を
予
定
。

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
金
）

１５

～
６
月　

日
（
金
）
に
（
消
印
有

１２

効
）、「
要
介
護
に
な
っ
て
も
地
域

な
ど
の
修
理
・
改
築
等
の
業
者
を

住
宅
あ
っ
せ
ん
協
議
会
を
通
じ
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
工
事
内
容

　

①
増
・
改
築
（
新
し
く
部
屋
を

増
室
、
室
内
の
模
様
替
え
）
＝
応

接
間
、
高
齢
者
の
部
屋
、
書
斎
な

ど
の
増
築
、
台
所
、
浴
室
、
ト
イ

レ
の
改
築
、
和
室
を
洋
室
に
、
窓

を
サ
ッ
シ
に
、
２
階
の
増
築
、
物

干
し
台
を
２
階
に
、
防
音
工
事
、

店
舗
や
事
務
所
の
改
築
な
ど

　

②
修
繕（
傷
ん
だ
部
分
の
修
繕
）

＝
内
壁
・
外
壁
・
屋
根
・
台
所
・

浴
室
・
建
具
・
雨
ど
い
等
の
修
繕
、

雨
漏
り
の
修
理
、
ペ
ン
キ
塗
り
な

ど
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へ
委
託
し
ま
す
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年
度
か
ら
消
防
事
務
を
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へ
委
託
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ま
す

22
年
度
か
ら
消
防
事
務
を
都
へ
委
託
し
ま
す

広
域
化
に
よ
り
消
防
体
制
の
基
盤
を
強
化
し
ま
す

広
域
化
に
よ
り
消
防
体
制
の
基
盤
を
強
化
し
ま
す

　

③
付
帯
工
事
（
住
宅
内
外
の
工

事
）
＝
車
庫
・
門
・
フ
ェ
ン
ス
・

物
置
等
の
工
事
な
ど

　

申
し
込
み
は
修
繕
個
所
や
増
改

築
の
内
容
を
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係
（
市
役
所
６
階
）
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
緯
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

建 築 職 人建 築 職 人
住宅の増・改築から修繕まで

紹介します

さん
を

　６月１日（月）は、固定資産税・都市計画税の
第１期、軽自動車税の納期限です。
　最寄りの金融機関、ゆうちょ銀行（郵便局）で
お納めください。
　詳しくは納税課緯４７０・７７２９へ。

市税の納付にご協力ください市税の納付にご協力ください

　バイクや軽自動車等の所有者に課税される「平
成２１年度軽自動車税」の納期限は、６月１日（月）
です。先日発送しました納税通知書に記載した金
融機関でお納めください。
　【ご注意】身体障害者、精神障害者または常時介
護者で、減免を受けようとする場合は、納期限前
７日までに申請書を提出してください。前年度に
減免を受けている方で、軽自動車の使用実態にか
かる報告書を提出した方は、引き続き減免を受け
られます
　詳しくは課税課市民税係（内線２３３１、２３３２）へ。

軽自動車税の納期限は６月１日です軽自動車税の納期限は６月１日です
お忘れなくお忘れなく

　
「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」は
、

行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
広
報
お

よ
び
関
係
行
事
を
積
極
的
に
実
施

し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
同
制

度
へ
の
理
解
を
深
め
利
用
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
や

都
、
市
役
所
な
ど
の
仕
事
へ
の
ご

意
見
や
苦
情
、
要
望
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
行

政
と
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
行

政
相
談
委
員
」
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
市
の「
行
政
相
談
委
員
」

は
次
の
方
で
す
。

　

小
山
正
勝
氏
緯
４
７
１
・
３
９

５
５
▼
篠
宮
松
美
氏
緯
４
６
５
・

１
８
３
９
▼
岡
部
佳
子
氏
緯
４
７

４
・
０
３
７
９

　
【
相
談
内
容
】
年
金
・
保
険
、
道

路
・
河
川
、
郵
便
、
登
記
、
福
祉

な
ど
行
政
全
般

　

※
こ
の
ほ
か
、
次
の
窓
口
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所

の
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」
緯
０

３
・
３
３
６
３
・
１
１
０
０
、
フ

ァ
ク
ス
０
３
・
５
３
３
１
・
１
７

６
１
▼
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
東
京
総
合
行
政
相

談
所
緯
０
３
・
３
９

８
７
・
０
２
２
９（
西

武
百
貨
店
池
袋
店
７

階
。
休
業
日
を
除
く

毎
日
受
け
付
け
）

　

ま
た
市
で
は
、
奇

数
月
の
第
２
水
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
に
、

市
役
所
２
階
相
談
室

で
行
政
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
費
用
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
緯
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

ー
）、化
学
機
動
部
隊
が
出
動
す
る

体
制
と
な
り
、
市
独
自
で
は
整
備

で
き
な
い
多
様
な
機
動
力
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
の
広
域
化
に
伴
い
、

近
隣
の
消
防
署
の
配
置
状
況
な
ど

を
考
慮
し
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す

る
た
め
、
前
沢
消
防
出
張
所
は
委

託
後
に
廃
止
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
行
財
政

改
革
担
当
☎
４
７
０
・
７
８
４
５

へ
。

　

私
た
ち
は
、
誰
も
が
「
幸
せ
に

暮
ら
し
た
い
」「
人
間
ら
し
く
生
き

た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
無
く

て
は
な
ら
な
い
権
利
が
「
基
本
的

人
権
」
で
す
。
し
か
し
、
悲
し
い

こ
と
に
虐
待
、
い
じ
め
、
あ
る
い

は
差
別
と
事
件
が
起
き
、
痛
ま
し

い
人
権
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実

現
す
る
に
は
、家
庭
や
学
校
、職
場
、

地
域
社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
日
ご
ろ
か
ら
人
権
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

人
権
の
意
義
や
重
要
性
に
関
す
る

知
識
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

人
権
へ
の
配
慮
が
行
動
に
現
れ
る

よ
う
な
意
識
を
育
く
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
社
会
の
認
識

を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
図

り
、
心
通
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
づ
く
り
の
一
助
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
（
例

え
ば
、
暴
力
・
虐
待
・
い
じ
め
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
差
別
的

な
取
り
扱
い

を
受
け
る
な

ど
人
権
を
侵

害
さ
れ
て
い

る
方
）
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

法
律
や
登
記
相
続
な
ど
の
相
談
も

で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
難
し

い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
を
希
望
す
る
方
は
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所

　
【
日
時
】
６
月
１
日
（
月
）
午
後

１
時
～
４
時

　
【
会
場
】
市
役
所
２
階
相
談
室

　
【
担
当
者
】
人
権
擁
護
委
員

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

全
国
一
斉
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
【
定
員
】
先
着
４
人
（
相
談
は
一

人　

分
）

４０

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
火
）

１９

午
前
８
時
半
か
ら
電
話
で
生
活
文

化
課
緯
４
７
０
・
７
７
７
７
（
代

表
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

◆総務省のホームページ
http://www.soumu.go.jp/

国
や
都
、市
な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

国
や
都
、市
な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

春
の
行
政
相
談
強
調
週
間

春
の
行
政
相
談
強
調
週
間

５
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）

５
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）


